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 　徳島大会のご案内  

 

 　 　 　 　 　 　 　 （第二次案内）

 大会主題  

自ら学びを創り出す子供の育成  

～「これ、やってみたい！」をつなぎ「できた！」「よかった！」を実感するために～

○期  日

○場  所

○主  催

○共  催

○後  援

　 今 年 度 、 徳 島 県 で は 、 生 活 部 会 と 総 合 部 会 を 統 合 し て 、 生 活 ･総 合 部 会 が 誕 生 し ま し た 。 こ
 の 記 念 す べ き 年 に 、 第 １ ４ 回 四 国 大 会 を 開 催 で き ま す こ と は 、 本 部 会 に と っ て 大 き な 喜 び で す 。

　 ウ ェ ル ビ ー イ ン グ の 向 上 が 教 育 の 重 要 な 柱 と さ れ る 現 代 に お い て 、 本 部 会 は 、 研 究 主 題 を
「 自 ら 学 び を 創 り 出 す 子 供 の 育 成 」 と し 、 子 供 た ち が 自 ら 課 題 を 見 つ け 、 主 体 的 に 学 び を 深 め
る 探 究 的 な 学 び の 充 実 を 目 指 し て い ま す 。 子 供 の 「 こ れ 、 や っ て み た い ！ 」 と い う 思 い を 起 点
に 、 「 で き た ！ 」 「 よ か っ た ！ 」 と い う 学 び の 喜 び と 成 長 の 実 感 を 大 切 に す る 実 践 が 進 め ら れ て

 います 。
　 本 大 会 が 、 四 国 各 県 の 知 見 と 実 践 を 共 有 し 、 子 供 た ち の 未 来 を 拓 く 学 び の 創 造 に つ な が る
こと を 願っ て おり ま す。 徳 島 大 会 へのご参 加 と 、 実 りあ る交 流 を心 より 期 待 し てお り ます 。 　

海陽町公式キャラクター 　
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学年 単 　 元　 名 授  業  者 助  言  者 司  会  者

 
と もだ ち のこ と 　 　 　

    徳 島 県 教 育 委 員 会    上 八 万 小 学 校  
１  

　 　 　 お し え たい な
重 村 　 彩 子

 　 係 長 兼 指 導 主 事  　 教 諭  
片 岡 　 美 輪

　 得 野 　 真 琴 　 櫻 井 　 由 美 子

 わたしのまち海南の「たから」    徳 島 県 教 育 委 員 会    渋 野 小 学 校  
２   ～それ行け！  

石 井 　 里 奈
 　 学 校 訪 問 指 導 員  　 教 頭  

　 　 イブキっ子たんけんたい～
大 久 保  雅 美

　 森 田 　 範 子 　 寺 田 　 美 喜

     富 田 小 学 校    鳴 門 教 育 大 学  
３  

つ く ろう 、 伝 え よ う 、
 

溝 内 　 恒 河
 　 指 導 教 諭   附属小学校 教諭  

わ たし た ち の町 、 海 南 谷 　 百 合 子
　 日 浦 　 有 紀 子 　 大 草 　 晴 香

 海南の自然を守る･伝える     上 勝 小 学 校    池 田 小 学 校  
４  　 ～Ｗｅ are Nature 

堀 江 　 千 晴
 　 校 長  　 教 諭  

　 　 　 　 　  ナビゲーター～
福 島 　 青 空

　 亦 川 　 隆 雄 　 藤 川 　 慎 也

 食の博覧会「海南博」    川 島 小 学 校    大 野 小 学 校  
５  　 ～パビリオン直会を  

元 木 　 理 恵
 　 教 頭  　 教 諭  

　 　 　 　 　 成功させよう～
松 岡 　 功

　 原 田 　 敏 也 　 谷 　 　 篤 彦

 つなげ！ わたしの命     徳 島 県 教 育 委 員 会    里 浦 小 学 校  
６    わたしたちのふるさと 

福 岡 　 誠 子
   指 導 主 事  　 教 頭  

           　 そして未来 へ
重 田 　 喜 美

　 元 木 　 　 覚 　 武 知 　 将 人
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○講  演

 〈講 師〉  
　 　 　 中京 大学　 教養教育 研 究院　 　 教授 　 泰山  裕  先 生  
 〈演題 〉  
        「これから 求められ る 探究的 な学び」

○授業提案



 
 

研　 究 　 課　 題 発  表  者 助  言  者 司  会  者

  
総

 徳 島 県 　 徳 島 市  徳 島 県   つる ぎ 町 立  徳 島 県 　 徳 島 市    
  

合
        論 田 小 学 校         半 田 小 学 校       　 城 東 小 学 校  

 
カ リ キ ュ ラ ム ・

 教 諭 　   松 浦  沙 也 加 教 頭  　  荒 岡 　 清 秀 教 頭 　 　 冨 永 由 美 子
第 １   マ ネ ジメ ント

生
 香 川 大 学 教 育 学 部  香 川 県 　 土 庄 町 立  香 川 県 　 高 松 市 立  

活
      附属高松小学校         豊 島 小 学 校        牟 礼 南 小 学 校  
教諭     十 河 　 弘 賢 教 頭 　 　 兒 島 洋 一 朗 教 諭 　 　 黒 川 　 幸 宣

 気 付 き の質 を  
生

 徳 島 県 　 鳴 門 市 立  徳 島 県 　 徳 島 市  徳 島 県 　 鳴 門 市 立  
 　 　 　 高 め る  

活
　 　 　  堀 江 北 小 学 校  　 　 　   一 宮 小 学 校  　 　 　 堀 江 北 小 学 校

 学 習 活 動 教 諭 　 　 寺 本 　 紗 希 校 長 　   秦 　 啓 子 教 諭 　 　 森 　 　 友 子
第 ２

 
探 究 的 な

 
総

 愛 媛 県 　 宇 和 島 市 立  愛 媛 県 　 松 山 市 立  愛 媛 大 学 教 育 学 部  

　  学 習 活 動 合
 　 　 　 　 遊 子 小 学 校  　 　 　 　 道 後 小 学 校  　 　 　 　 附 属 小 学 校  
教 頭 　 　 西 原 　 睦 美  校 長 　 　 佐 藤 　 郁 子 教 諭 　 　 吉 岡 　 舞

 　  
生

 徳 島 県 　 吉 野 川 市 立  徳 島 県 　 北 島 町 立  徳 島 県 　 吉 野 川 市 立
  

活
　 　 　   山 瀬 小 学 校  　 　   北 島 北 小 学 校  　 　 飯 尾 敷 地 小 学 校  

  教 諭 　 　 林 　 沙 緒 理 校 長   　 渡 部 　 明 美 教 頭 　 　 野 田 　 雅 宏
  第 ３ 指 導 と 評 価

総
 高 知 県 　 南 国 市 立  高 知 県 　 南 国 市 立  高 知 県 　 南 国 市 立  

合
 　 　 　 　 長 岡 小 学 校  　 　 　 　 長 岡 小 学 校  　 　 　 　 大 篠 小 学 校  
教 諭 　 　 参 鍋 　 姫 菜 校 長 　 　 彼 末 　 健 一 教 諭 　 　 楠 本 　 穂 高

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○課題別分科会

○会場校紹介

　 研究主題  

郷土を愛し　 自ら学びを　 深めつなげる　 子供の育成  
～ふるさと海南の「ひと・もの・こと」との豊かなかかわりを通して～  

 
　 　 海 陽 町 は 徳 島 県 の 最 南 端 に 位 置 し 、 青 い 海 と 白 い 砂 浜 が 広 が っ て い ま す 。 古 く か 　
　 ら 海 部 川 な ど の 豊 富 な 水 資 源 に 恵 ま れ 、 温 暖 多 雨 な 気 候 を 生 か し て 、 キ ュ ウ リ を 筆 頭 　
　 に 農 業 が 盛 ん に 行 わ れ て い ま す 。 ま た 沖 合 で は 、 大 敷 網 が 設 置 さ れ 、 ブ リ や カ ツ オ な 　
　 ど 四 季 折 々 の 魚 が 捕 れ ま す 。 線 路 と 道 路 の 両 方 を 走
　 る こ と が で き る 、 DMV（ デ ュ ア ル ･モ ー ド ･ビ ー ク ル ）
　 が 走 る 、 『 世 界 初 』 の 町 と し て 、 観 光 に も 力 を 入 れ 、
　 最 近 で は 「 新 た な 古 墳 群 が 発 見 さ れ た 」 こ と で も 注
　 目 されて いま す。  
　 　 こ の よ う な 環 境 を 生 か し 、 本 校 で は 、 地 域 と のつ な
　 が り を 大 切 に し た 教 育 を 行 っ て い ま す 。 ふ る さ と 海 南
　 の 「 ひ と ・ も の ・ こ と 」 と の 豊 か な 関 わ り を 通 し て 「 郷
　 土 を 愛 し  自 ら 学 び を  深 め つ な げ る  子 供 の 育 成 」
　 を テー マに 掲 げ、 研究 を 進 めて います 。



 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 　 ① 駐 車 場 に つい て
 　 　 ・ 第 １ ～ ３ 駐 車 場 を ご 利 用 く ださ い 。

 　 　 ・ 第 ３ 駐 車 場 に つい て は、 海 南 文 化 村 か ら 海 南 小 学 校 ま で 、 バ ス で ピ ス ト ン 輸 送 を し ま す 。
   　 ・ 駐 車 ス ペ ース が 狭 い の で 、 乗 り 合 わせ て お 越 し く だ さ い 。

 　 ② 上 履 き・ 昼 食 ・ 飲 み 物 は 、 ご 持 参 く だ さ い 。
　 ③ 写 真 ・ ビ デ オ 撮 影 は、 プ ライ バ シ ー の観 点 か ら ご 遠 慮 く だ さ い 。  
 

 
 

 　
　 ※ 下 の QRコードか ら申 し 込 み を お 願 い し ま す 。  
　 ※ 同 じ 所 属 先 か ら複 数 人 参 加 の場 合 も 、 お 一 人 ずつ の申 し 込 み を お 願 い し ま す 。  

 　 ※ 資 料 代 ・ ・ ・ １ ， ０ ０ ０ 円 （ 徳 島 県 小 学 校 教 育 研 究 会 会 員 以 外 の 方 ）
 当 日 、 受 付 で 現 金 に て お 支 払 いく ださ い 。

　 　 申し込み締め切り　 ９月２６日（金）  
 
 
 
 
 
 
 

○学校案内図

 お問い合わせ（徳島大会実行委員会事務局） 

 　 藍住町立藍住東小学校　 　 矢野　 彩 

 〒７７１－１２７２  板野郡藍住町勝瑞字成長１５５－１ 

 ＴＥＬ：０８８－６４１－２２２２　 　 FAX：０８８－６４１－２０５７ 

 Mail：yano_aya_1@g.tokushima-ec.ed.jp         

○申し込み方法

○その他

 シャトルバス運行（28人乗り） 
　  行 き： 海 南 文化 村 発  
　 　  　 　 ① ８ ： ４５  
　 　  　 　 ② ９ ： ００  
　  帰 り ： 海南 小 学 校 発  
　  　 　 　 ① １ ６： ０ ０  
　  　 　 　 ② １ ６： １ ５  

※ 海 南 小 学 校 周 辺 は 道 が 狭 い の で 、
　 十 分 気 を 付け て お越 し くださ い。


